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TQCSI FSSC 22000の認証規則 

(FSSC 22000 バージョン 6) 
 
序文 
 
これらの「FSSC22000のためのTQCSI認証規則」は、食品安全システム認証のためのFSSC財団の方針や手

順に従い、「TQCSI認証規則」の補足として開発されています。FSSC 22000認証TQCSIクライアントは、

「TQCSI認証規則」及び「FSSC 22000のためのTQCSI認証規則」の両方に準拠することが要求されます。 
 
範囲 
 
TQCSIは独立した第三者審査、及びFSSC22000とその他の規格への準拠を求めているクライアントが運用

するマネジメントシステムの認証を提供します。 
 
守秘義務 
 
FSSC 22000 スキームの要件として、TQCSI は、認証および審査プロセスに関連する顧客情報をスキーム

所有者、FSSC財団、JAS-ANZ、IAF、Global Food Safety Initiative (GFSI)、および必要に応じて適切な場合

は政府当局と共有する必要があります。さらに、認証された顧客は、必要に応じて適切な場合は、TQCSI 
および FSSC財団 が顧客の認証ステータスに関する情報を外部の関係者と共有することを許可することが

求められます。 
 
一般条件 
 
TQCSI認証規則で説明されている一般条件に加えて、各FSSC22000のクライアントは次の事項を満たす必

要があります。 

 任意の認証サイクルにおいて、2回のサーベイランス審査の1回は無通告審査になります。審査チー

ムの立ち入りを拒んだ認証クライアントは関与するすべての費用について責任を負うことになりま

す。クライアントが無通告審査への参加を拒否した場合、認証は拒否日から 3 営業日以内に一時停

止され、一時停止日から 6 か月以内に無通告審査が実施されない場合、TQCSI は認証を取り消しま

す。クライアントは、審査のスケジュールを円滑にするため、現地の休日や休業日を TQCSI に適時

に通知することができます。 

 関連部門とサイトを含むTQCSIによって決定されたクライアントの活動のみが、認証範囲となり

ます。 

 クライアントは、FSSC 22000 の要求事項を満たすマネジメントシステムに影響する可能性のあ

る、または認証範囲の拡大または変更を必要とする重大な変更があった場合、3 営業日以内に 

TQCSI に通知する必要があります。通知される変更には、法的、商業的、組織的ステータスま

たは所有権、組織および管理 (主要な管理職、意思決定者、または技術スタッフなど)、組織名、

連絡先住所、サイトの詳細、認証されたマネジメントシステムでカバーされる業務範囲および

製品カテゴリ (新製品、処理ラインなど) (複数のサイトを含む)、マネジメントシステムおよ

び/またはプロセス、または証明書の情報が不正確になるその他の変更が含まれます。TQCSI は、

マネジメントシステムが規格の要求事項を満たしているという信頼を維持するために必要な措

置を決定し、範囲の拡大の場合は、拡大を許可するかどうかを決定します。変更の重要性につ

いて疑問がある場合、クライアントは TQCSI の助言を求める必要があります。 
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 TQCSI は、結果を検証し、必要な審査活動を決定するために現場訪問を実施する必要がありま

す。 

 顧客は、食品安全マネジメントシステム、認証の合法性および/または完全性に影響を及ぼし、

FSSC 22000 公開登録における組織のステータスに影響を及ぼし、または財団の評判を落とす可

能性のある活動に影響を及ぼす可能性のある重大なイベントが発生した場合、3 営業日以内に 

TQCSI に通知する必要があります。重大なイベントには、次のようなイベントが含まれます。 

 法的手続き、訴追、不正行為、過失、法律または規制違反に対する政府当局からの法的措置

の通知（食品安全違反など）で、追加の監視または生産の強制停止が必要な場合。 

 詐欺行為および汚職。 

 法律または規制違反とは限らないが、重大と見なされるイベント（公的な食品安全イベント

（リコール、回収、災害、食品安全アウトブレイクなど）を含む）。マネジメントシステム

が危険にさらされた製品を検出および制御できない場合、クライアントは直ちに製品を市場

からリコールし、TQCSI に通知する措置を講じる必要があります。TQCSI は、リコール後

に講じられた是正措置を評価し、認証を維持するための結果を決定し、死亡や入院につなが

る、またはメディアで大きく報道される、または FSSC 22000 認証の完全性を損なう公的な

リコールについて FSSC財団 に通知します。 

 登録証明書の発行は、クライアントの製品やサービスがJAS-ANZまたは任意の政府部門によっ

て承認されていることを意味しません。 

 審査員は時折TQCSIプロセスの監視のためにTQCSI、JAS-ANZやFSSC財団の立ち合い評価者を

伴うことがあります。これはいかなる方法によっても、クライアントへコストが発生したり、

計画された審査を妨げたりするものではありません。 

 審査報告書および関連する文書/記録は、クライアントの承認を得て、要求に応じてそれぞれの

食品安全当局が利用できるようにすることができます。 
 
審査所見 
 
次のような不適合の3つのタイプがFSSC 22000認証取得に関連しています。 

 軽微な不適合 -  FSSC 22000 スキームの要件またはクライアント独自のマネジメントシステムの要件

からの逸脱ですが、マネジメントシステムが意図した結果を達成する能力には影響しません。提案

された是正措置計画と実施された是正の証拠は、審査後 28 日以内に TQCSI に送付され、審査およ

び承認を受ける必要があります。是正措置計画と是正の証拠が 28 日以内に提出および承認されない

場合、認証は一時停止されます。または、初回審査の場合は、前回のステージ２審査の最終日から

最大 6 か月以内にステージ 2 審査が繰り返されます。承認されると、合意された期間内に是正措置

を完了し、次回の予定審査で審査されます。前回の審査で軽微な不適合が見つかった場合に対処し

ないと、次回の予定審査で重大な不適合が見つかる可能性があります。 

 重大な不適合  -  FSSC 22000 スキームの要件またはクライアント自身のマネジメントシステムの要件

からの逸脱で、意図した結果を達成するマネジメントシステムの能力に影響を与えるもの、または

品質に関連する法律違反。問題の原因と結果として生じたリスクの調査はクライアントが行い、結

果と是正措置計画案は TQCSI に送付されて検討と承認を得る必要があります。その後、審査後 28 
暦日以内にフォローアップ審査を実施し、重大な不適合を解消する必要があります。審査後 28 暦日

以内に重大な不適合が解消されない場合、認証は一時停止されます。是正措置の完了にさらに時間

がかかる可能性があるステージ 2 審査の場合、是正措置計画には、恒久的な是正措置が実施される

までのリスクを軽減するために必要な一時的な対策または管理策を含める必要があります。これら

の一時的措置の証拠は、認証決定を下すために、ステージ 2 審査後 28 暦日以内に TQCSI に送付さ

れ、レビューと承認を受ける必要があります。恒久的な是正措置は、ステージ 2 審査の最終日から 6 
か月以内に、適切かつ合意された期間内に実施および検証する必要があります。審査後 28 暦日以内

に重大な不適合が解消されない場合、または一時的措置の証拠が受け入れられない場合は、ステー

ジ 2 審査を再度実施する必要があります。 

 危機的な不適合  - マネジメントシステムに重大な欠陥がある場合、問題が食品の安全性に直接



TQCSI認証規則（FSSC22000 V6） 

TQCSIF-06A 11/10/24 
 

 

 

影響を及ぼし、適切な措置が講じられていない場合、または認証の完全性や食品の安全性の合

法性が危険にさらされている場合。重大な不適合が発行されてから 3 営業日以内に、認証は最

大 6 か月間停止されます。問題の原因と結果として生じたリスクの調査はクライアントが実施

し、結果と是正措置計画案は、審査後 14 暦日以内に TQCSI に転送される必要があります。そ

の後、審査後 6 週間から 6 か月の間にフォローアップ審査を実施し、重大な不適合が解消さ

れたことを確認する必要があります。フォローアップ審査は、少なくとも 1 日間の完全な現地

審査です。フォローアップ審査が成功すると、認証が復元されます。重大な不適合が 6 か月以

内に解消されない場合、認証は取り消されます。ステージ 2 審査中に重大な不適合が指摘され

た場合は、ステージ 1 とステージ 2 の審査を再度実施する必要があります。 

 
軽微、重大およびクリティカルな不適合を挙げるためのTQCSI方針上の更なるアドバイスはTQCSIのウェ

ブサイト上のISOシステム方針のFSSC 22000システム方針に含まれています。 
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認証マーク 
 
TQCSI認証マークはそれが適用されるサイトに関連してのみ使用され、外装を含む、製品、製品の包装に

直接付されるように、又は製品認証を暗示することができるような方法で使用することができません。こ

れはJAS-ANZ認定マークとFSSC 22000ロゴにも同様に適用されます。 
 
クライアントは、製品パッケージまたは分析証明書や適合証明書などの付随情報、あるいは認証範囲の除

外が適用される箇所に記載された文言を使用して、FSSC 22000 認証の認証済みマネジメントシステムを

有していることを表明することはできません。 

 
TQCSI認証マークに関連した使用は文具、印刷物及び宣伝資料に奨励されています。同様に、JAS-ANZ認
定マークは、クライアントが使用することができるが、TQCSI認証マークが添付されている場合のみとな

ります。同様のことが認証されたクライアントによるFSSCロゴの使用に適用されます。これらのマークの

1つ以上を使用する場合、いずれかのマークが他よりも優先されないように均整を取る必要があります。

レターヘッド、文具、印刷物や宣伝資料にTQCSI認証マークを使用する場合は、認証が適用される登録番

号及び規格を伴う必要があります。TQCSI認証マーク、JAS-ANZ認定マークとFSSC 22000ロゴは現地の

TQCSIオフィスを介して使用できます。 

 
TQCSI および JAS-ANZ マークは、既存の会社の便箋や新聞や雑誌の記事の色に合わせて単色で複製でき

ますが、TQCSI が指定した色の組み合わせ以外で複製することはできません。FSSC ロゴを白黒で使用す

ることは、他のすべてのテキストと画像が白黒である場合に許可されます。マークは、明確に識別可能か

つ判読可能な方法で複製する必要があり、誤解を招くような方法で使用してはなりません。 

 

IAF MLA マークは証明書に含まれますが、クライアントは、マーケティングを含む他の方法で IAF MLA 

マークを使用することはできません。 

 
費用 
 
FSSC22000のクライアントの認証契約(商標使用許諾契約書）に言及される年間登録料はFSSC財団に支払わ

れる手数料が含まれます。 
 
認証組織のリスト 
 
TQCSIは認証取得を達成しているすべてのクライアントの登録を維持し、TQCSIを通じてその認証を維持

します。認証組織のリストとして知られている登録は、TQCSIのウェブサイト（www.tqcsi.com）を通じて

公衆に利用可能となります。また、TQCSIが認定されているプログラムの下でTQCSIに登録されたすべて

のクライアントが自動的にJAS-ANZ登録（https://register.jasanz.org）とQualityTradeのウェブサイト

（www.qualitytrade.com）及びIAF CertSearch (www.iafcertsearch.org)に必要に応じて含まれます。 
 
FSSC 22000 のクライアントは、財団の FSSC 22000 認証組織のデータベースにも登録されます。すべての 
FSSC スキーム文書と認証組織のリスト (公開登録) は、証明書ステータスの情報を含め、FSSC 22000 の 
Web サイト (www.fssc.com) で入手できます。 

https://register.jasanz.org/

